
 

群馬県立歴史博物館蔵 飯塚文庫 『容題問』 より  R4-1  HP 

 

問題 T字形の線分の長さが等しいとき、乙円径 1 寸なら甲円径はいくらか。 

  

解法例 

  甲円直径ｘ、乙円直径 a、大円半径 R、縦横線分長 2tとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 方べきの定理から 

   𝑡2 = 2𝑡𝑎  ∴ 𝑡 = 2𝑎 

  大円径： 2𝑅 = 2𝑡 + 𝑎 = 5𝑎  ∴ 𝑅 =
5𝑎
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   赤線部分の三平方の定理より 
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  ②に①を代入し、整理すると、 

    𝑥2 + 4𝑎𝑥 − 16𝑎2 = 0 

 正根を採ると 

    甲円径：  𝑥 = (2√5 − 2)𝑎 = 2.47213595𝑎 

乙 a=1寸 ゆえ 甲円径 x＝2.472 余寸 を得る。 
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